鎌倉市自治基本条例策定市民会議第２４回幹事会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年９月１日（月）　午後６時３０分～８時

	場　　所　　　　　　　市役所分庁舎　７０１会議室

	出席者：橋爪、宅見、幸道、小泉、郡司、
欠席者：狩谷、山村、三嶋、
議事進行担当：議長　宅見

事務局：征矢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
○次回の全体会について

１　第１部　全体会について
　・現在出ている「複数論併記を求める提案」については、今行っている制度設計が終ってからとしているが、これを話し合うことで解決できることがたくさんあるのではないか。
　・具体的な条項についての少数意見の記述方法を決めればよい。
　・条項によって記述方法は違ってくると思うので、最後に決めればよいのではないか。

　・いずれにせよ、両論併記については議論しなければいけない。

　・次回はまだ制度設計の続きを行うので、第１部は行わないで全体討議だけにする。その旨も含めて代表からあいさつを行う。
２　第２部　策定作業部会
　・目的と４つの新しい市民参加の仕組みについて、これまでに出された意見を基に策定・推進合同委員会でまとめたことについて報告する。

　・策定・推進合同委員会でまとめるにあたって、各グループから1名ずつ（１Ｇ鈴木、２Ｇ郡司、３Ｇ小泉、４Ｇ平倉又は小田切、５Ｇ児島、６Ｇ松山）及び幸道、宅見によって小委員会を設け、３回の小委員会によってまとめのたたき台をつくり、策定・推進合同委員会に諮ってまとめた。

　　　論点は、目的、市民、枠組み、市民委員会、推進会議の５つだった。

小委員会では、前文、目的、地区協議会、市民委員会、住民投票、推進会議についてまとめた。

　　　このことから目的、市民委員会、推進会議の３つについて全体会に報告する。

という案もあったが、これまでの討論の経過を説明して、目的と４つの制度について報告し、全体討議を行うことになった。
　・小委員会では、委員個人の意見ということではなく、出された意見の全体を見て、みんなのベクトルがどこを向いているかを見極めてまとめることに心がけた。
３　その他

　　９月４日は、「目的と４つの新しい市民参加の仕組みについてのまとめ」を行い、
　　９月１８日は、その続きを行って概ねの了解を得る。
　　それ以降は、その他の条項についてのまとめを行い、

　　全体が終った後で、具体的な条項についての少数意見の記述方法について討議したい。



	特記事項

・次回の幹事会は、平成２０年９月１６日（火）午後６時３０分～　分庁舎５０１会議室で開催。
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